












縫物、孤独、衣服、鏡箱、罵倒、物置に監禁、老人典薬助に暴行を依頼といった具合に、 「これでもかこれでもか」と 継母の虐待の実態を詳細に描いていくのである。 （三五五頁）









































なり優れていたことが描かれており、中納言邸の人々からも肯定的な評価を受けているようである（巻一、九段） 。特に継母につい は、姫君に虐待を行い、姫君が思い上がらないように褒めることはしなかったはずであるが、巻二の二段では口に出し 褒めている。注目した のは、こ場面は姫君が中納言邸にいる中でも最後の方の場面だということである。少なくとも継母 こまで一度も口に出して褒めていなかった。　
このことについて、 熊坂恵美子氏が 「女君抜きでは、 『取
り触れん方のおぼえぬまゝに、とみ 手も触れぬ』状態の中納言家であり、女君の存在、つま 、縫 物 腕が不可欠であると実感した った」 〔熊坂二〇〇三〕と述べているように、中納言邸に て 、姫君の存在が不可欠であることが分かる。姫君が中納言邸を去る前の場面で、姫君の必要性を強調しているということに特に注意 おきたい。これは姫君 離 た後 中納言邸の様子の伏線となっている ではないかと考えられる。
いように利用しようという、虐待にも通じている継母の考えが読み取れる。　
次に、中納言邸で姫君が縫い手としてどう評価されてい
るかということを見ていく。　「なくては、大事なり。 《よき吾子たちの使ひ人》と見置きたりつるものを」 （巻一、三〇段） 、 「物縫ひにより命は殺さじ」 （巻一、四五段）という言葉から 継母は姫君のことを都合の良い縫 子としか ないことがわかる。また、周囲の人間も縫物をする姫君のことを軽蔑の目で見ていたようであり、このことから中納言邸にお ては縫物が嫌われている仕事であるということがうかがえる。姫君は継母からの虐待だけでなく、周囲 軽蔑の目を向けられることによっ も、屋敷内で低く扱われ、孤立していた　次に、中納言邸での縫製行為の現状を見ていく。中納言
邸では、縫製行為は避けられ、誰も行って な ことが描かれている。　
草子地では、 「若くめでたき人は、多くかやうのまめわ








思ふべし」 （巻一、一八段） 、 「いとよし。
まめやかに
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する描写がいくつか見られた。これまでは姫君に押し付けていたため、いざ姫君がいなくなると、誰も縫物をすることが出来ないのである。三の君、四の君も、それぞれの夫の為に装束を仕立てることになるが上手くいかず、夫の心は離れていく、 「夫 衣服の調製は妻たる者の義務 あると同時に、いわゆる『召人』クラスの愛人には手の出せぬ、妻の特権でもあった」 〔岩佐一九九九〕からであ 。　
これらのことをふまえると、姫君一人が中納言邸で縫製
















ある。これは、これまでの研究でも述べられてきているように、婿の装束を仕立てたり、家政を取り仕切 といったことから立場がみとめら 、物語の幸福に縫製行為が深く関わっていることからも読み取ることができ 。必要不可欠な仕事であるというの 姫君がいなくなった後にうろたえる中納言邸の様子からも明らかである。　
二つ目は、冒頭のように縫製行為が避けられているとい































人の少将の衣装を縫う一連の話 ある（巻一、三二段～巻一、三九段） 。この話には特に縫製行為の描写が集中しており、また、男性である道頼が手伝 たり、継母が手伝を寄越したりといった、他 部分では見られない ある。　
もちろんここでも、継母からの縫物の強制や縫えなかっ






…下襲は縫ひ出でて、 〈袍折らむ〉とて、 「いかで、あこぎ起こさむ」とのたまへば、少将、 「ひかへむ」とのたまへば、女君、 「見苦しからむ」とのたまへど、几帳を外のかたに立てて、起き出で 「なほひかへさせたまへ。いみじき物師ぞ。まろは」とて、向ひて折らせたまふ。いとつれなげなるものから、心し ひの用意すぎて、いとさかしらがなり 女君 笑ふ笑ふ折る。 … （巻一、三七段）
　
ここでは、熊坂氏〔熊坂二〇〇三〕も指摘しているよう















確認したように姫君への虐待をよく思っておらず、あえて縫製行為をしないように促していた。このようなことから縫い物が遅れがちになり、継母は傍線イのように判断し手伝いとして少納言を寄越す。その少納言に対し、姫君は傍線ロの指示を出 ているのである。これまで虐待され、ひたすら指示された縫い物 するしかなかった姫君が、縫製行為に関して誰かに指示を出す は物語中 が初めてである。このことは、第三節で述べた 、後に中納言邸から救い出され、一族の一員として裁縫の采配を任されるようにな 姫君 姿へとつながるのではないだろう 。　
三つ目が、縫製行為を手伝う道頼の姿が描かれているこ
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い点が三つ見られた。まず第一に 縫製行為 よっ 継母を困らせようとする考え方が提示され こ である。これは、姫君救出後に中納言邸が縫い手の不在で困り果てる様子につながっている。第二に、誰かに指示を出す姫君の様子が描かれて ることである。これは、救出後に一族の一員として指示する立場を任 姫君の姿の伏線といえる。第三に、縫製行為を手伝う道頼の姿が描かれていることある。これは、救出後の生活が道頼からの愛情に満ちた幸福なものとなることを予感させる。　
これらは、いずれも道頼の言動に端を発している。この
ように、姫君救出後に顕在化する縫製行為のプラスの側面は、道頼の関与を鍵として示されているのである。
継母からの虐待だけでなく今後の中納言邸の苦難や、姫君の幸福の伏線としての意味を色濃く持っている。一つ目の縫製行為によって継母を困らせようとする考え方が提示されることは、縫わなかったら継母が困るであろうことをここで想像させ、姫君が去ったのちに実際に縫い手がおらず苦労するという中納言邸の描写の伏線となっている。二つ目の誰かに指示を出す の様子が描かれていることは、姫君が初めて縫製行為に関して指示を出す描写によって、救出後に裁縫の采配を任され、指示する立場となることを暗示している。三つ目の縫製行為を手伝う道頼 姿が描かれているということは、道頼の並々ならぬ愛情を示すことで、救出後の生活 幸福なも であることを確信させる写であろう。草子地 おいて 縫製行為を行う姫君の手つきが「いと白うをかしげなり」 （巻一、三六段）と肯定的に描かれていることにも注 しておきたい。　
この伏線のいずれにおいても道頼の関与が鍵を握ってお







（５）誠実さを表す用例ではないが、 「 〈 《女はかくまめなるもの
を引き出でける》と、契りを結ぶ〉と聞こえむは」 （巻三、二八段）という用例が一例見られる。
（６）ちなみに、縫製行為の場合とはやや意味合いを異にするが、























て物を縫うことを挙げ、 「神の衣を織る神聖な女性」という神話的イメージがその根拠にあること 指摘している〔藤井一九八〇〕 。畑恵里子氏はこの論をふまえて「この物語では、縫製行為はいじめであり、同時に 理想化の素材ともなる。使用人の仕事としての俗性のなかにまみれよう も、落窪の姫君は、聖性を保持し続け、俗性の隙間から、そ 〈力〉を見せつける」と指摘し いる〔畑二〇〇三〕 。畑氏とほぼ同時期に、熊坂恵美子氏も縫製行為が継母からの虐待としてだけではなく、姫君の幸せのきっかけになる 指摘しているが〔熊坂二〇〇三〕 、これについ は後述す 。畠山大二郎 は、「裁つ」ことに注目すると、幸福に導 れる姫君 姿だけでなく、その立場の変化までも読み取ることができるのだと指摘している 畠山 一四 。
（２）本文の段数は『新編全集』による。（３）巻三、二六 で 、 「かの縫物の禄に得たまひし衣の折」
として継母から「おのが着たる綾のはり綿の萎えたる」衣をもらったとき（巻一、九段）の を懐古している。救出後の「色よりはじめて、めでた」い衣を身 状況（巻三、二六段）と対比すること 、姫君が救出前とは対照的な状況＝幸福に暮らしていることを表すための伏線であると考えられる。
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学』第五二巻第二号、二〇〇三・二（後に『王朝継子物語と力―落窪物語からの視座―』 二〇一〇・一〇に所収）
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